
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

産
振
構
の
Ｖ
Ｂ
サ
ロ
ン

ジ
ン
ア
ー
キ
な
ど
３
社
発
表

�財
ひ
ろ
し
ま

産
業
振
興
機

構
は
１
月
２８

日
、
県
情
報
プ
ラ
ザ
で
「
ひ
ろ
し
ま
ベ
ン

チ
ャ
ー
交
流
サ
ロ
ン
」
を
開
い
た
。
機
関

投
資
家
や
商
社
な
ど
に
対
し
、
次
の
三
社

が
事
業
プ
ラ
ン
を
発
表
。

▽
ジ
ン
ア
ー
キ
�株
（
西
区
、
吉
田
義
臣

社
長
）
�
竹
繊
維
工
業
製
品
化
事
業
。
▽

ノ
イ
ア
ン
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
�株（
中

区
、
藤
川
英
士
社
長
）
�
端
末
の
仮
想
化

を
実
現
す
る
「
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｒ

Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ａ
Ｌ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
の

開
発
販
売
。
▽
�株
吉
岡
シ
ス
テ
ム
（
福
山

市
、
吉
岡
宏
展
社
長
）
�
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
レ
ー
カ
ー
の
消
音
機
「
Ｃ
Ｂ
Ｒ
マ
フ
ラ

ー
」
の
販
売
。

広
島
信
金
な
ど
が

ア
グ
リ
セ
ミ
ナ
ー

�財
広
島
県
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
と
広
島
信

用
金
庫
は
２
月
１７
日

午
前
１１
時
か
ら
、
県
立
広
島
産
業
会
館
西

展
示
場
第
二
・
三
展
示
場
で
、「
県
内
農
産

物
等
の
個
別
情
報
交
換
会
、
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
９
」
を
開
く
。

世
羅
き
の
こ
園
、
高
野
り
ん
ご
加
工
組

合
な
ど
県
内
の
農
場
・
生
産
者
グ
ル
ー
プ

七
〇
、
種
苗
情
報
等
の
ア
グ
リ
関
連
事
業

者
一
〇
の
計
八
〇
社
・
団
体
が
出
展
予
定
。

午
後
１
時
か
ら
は
�株
農
経
企
画
情
報
セ
ン

タ
ー
の
小
林
彰
一
社
長
が
「
農
産
物
の
生

産
・
流
通
・
販
売

今
後
の
行
方
」を
講
演
す

る
。
入
場
無
料
。
�電
二
四
五
―
〇
三
二
一
。

ア
サ
ヒ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

広
島
銀
行
が
私
募
債
を
受
託

�株
広
島
銀
行

は
駐
車
場
業

の
�株
ア
サ
ヒ

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
（
中
区
大
手
町
二

丁
目
八
―
一
、
朝
日
洸
一
社
長
）
が
１
月

３０
日
に
発
行
し
た
県
信
用
保
証
協
会
保
証

付
第
五
回
無
担
保
社
債
五
〇
〇
〇
万
円（
期

間
五
年
）
を
受
託
し
た
。
同
社
は
運
転
資

金
に
充
て
る
。

▽
広
島
大
学
は
、
日
本
行
政
書
士
会
連
合

会
・
広
島
県
行
政
書
士
会
と
、
司
法
研
修

に
関
す
る
連
携
協
定
を
交
わ
し
た
。
県
行

政
書
士
会
の
行
政
書
士
が
、
司
法
研
修
に

必
要
な
授
業
科
目
を
広
島
大
の
科
目
等
履

修
生
と
し
て
受
講
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

▽
�社
広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
荷
主
と

運
送
事
業
者
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、

２
月
１８
日
午
後
１
時
半
か
ら
「
企
業
物
流

と
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
セ
ミ
ナ
ー
」
を
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で
開
く
。
前
三
重
県

知
事
の
北
川
正
恭
・
早
稲
田
大
教
授
が「
ど

う
動
く
！
今
後
の
政
治
」と
題
し
て
講
演
。

参
加
無
料
。
�電
二
六
四
―
一
五
〇
一
。

▽
経
営
コ
ン
サ
ル
の
�株
藤
井
事
務
所
（
中

区
立
町
）
は
２
月
１４
日
午
後
１
時
１５
分
か

ら
「
会
議
が
う
ま
く
行
く
『
ワ
ザ
』
が
身

に
付
く
セ
ミ
ナ
ー
」
を
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
く
。
中
小
企
業
診
断
士
の
藤
井

好
宏
社
長
が
、
会
議
の
無
駄
を
省
く
方
法

な
ど
を
講
義
。参
加
料
は
六
〇
〇
〇
円
で
、

定
員
先
着
一
五
人
。�電
二
四
〇
―
六
五
〇
一
。

２
０
０
９
年
１

月
１
日
か
ら
始
ま

っ
た
�
産
科
医
療

保
障
制
度
�
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。

私
達
産
科
医
療
従
事
者
は
、
日
々
赤
ち
ゃ

ん
が
健
康
で
元
気
に
産
ま
れ
て
来
る
よ
う

努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
予
期

せ
ぬ
出
来
事
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
制
度
は
何
ら
か
の
原
因
で
障
害
を
抱
え

て
産
ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
ご
家

族
の
負
担
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

本
制
度
は
公
正
で
中
立
的
な
第
三
者
機

関
と
し
て
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
産
科

医
療
補
償
制
度
運
営
部
が
運
営
に
あ
た
り
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
分
娩
施
設
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。補
償
の
対
象
と
な
る
の
は
０
９

年
１
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

で
所
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
で
す
。

詳
し
く
言
う
と
、
原
則
と
し
て
二
〇
〇
〇

�
以
上
か
つ
、
三
三
週
以
上
で
出
産
し
た

赤
ち
ゃ
ん
で
、
身
体
障
害
者
一
級
・
二
級

相
当
の
重
症
児
で
す
。
ま
た
出
生
体
重
・

週
数
が
基
準
を
下
回
っ
て
も
、
分
娩
に
関

連
し
て
発
症
し
た
脳
性
麻
痺
に
該
当
す
る

と
審
査
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
対
象
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
先
天
異
常
や
染
色
体
異
常

な
ど
が
原
因
の
場
合
は
残
念
な
が
ら
除
外

さ
れ
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
補
償
対
象
と

認
定
さ
れ
た
場
合
は
看
護
・
介
護
を
行
う

基
盤
整
備
の
準
備
一
時
金
と
し
て
六
〇
〇

万
円
、
さ
ら
に
、
看
護
・
介
護
費
用
と
し

て
補
償
分
割
金
二
四
〇
〇
万
円
（
二
〇
年

に
分
割
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
本
制
度
に

加
入
し
た
分
娩
機
関
で
分
娩
し
た
場
合
は
、

た
と
え
分
娩
機
関
に
過
失
が
無
く
て
も
保

証
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
補
償
対
象
と
な

っ
た
脳
性
麻
痺
に
つ
い
て
は
、
分
娩
機
関

の
協
力
に
よ
り
、
原
因
分
析
委
員
会
に
お

い
て
医
学
的
な
視
点
で
可
能
な
限
り
原
因

分
析
を
行
い
、
再
発
防
止
と
産
科
医
療
の

質
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

分
娩
機
関
は
、
運
営
組
織
に
分
娩
数
に

応
じ
た
掛
金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
実
際
は
健
康
保
険
組
合
か
ら
支
払
わ

れ
る
出
産
育
児
一
時
金
が
三
五
万
円
か
ら

三
八
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
こ
の
引
き

上
げ
分
が
分
娩
機
関
の
保
険
料
負
担
に
あ

て
ら
れ
ま
す
。

保
険
金
の
流
れ
や
原
因
分
析
の
制
度
・

公
開
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
い
く
つ
か
の
問
題

点
も
か
か
え
な
が
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
本
制
度
で

す
が
、
崩
壊
と
い
わ
れ

て
い
る
産
科
医
療
の
明

る
い
未
来
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
な
る
よ
う
祈

っ
て
お
り
ま
す
。

産
科
医
療
保
障
制
度
に
つ
い
て

広
島
市
医
師
会
理
事

正
岡
病
院
副
院
長

正
岡

亨

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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